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1.はじめに
福井大学文京キャンパスは、平成 16 年度で保有面積 88 ， 108m3、敷地面積 110， 763m3
である。大学としてかなり狭い敷地ではあるが、かなりの植物が植えられており、四季
それぞれの情景を見せている。春には、山菜のワラビ、ミツバ、フキ、ノビル(ユリ科
ネギの仲間)フキノトウが見受けられる。 (ヨモギ、カラスノエンドウ、タンポポなど
も可食に分類されている)さらになぜかニラもかなり生えている。
秋になれば銀杏・カリン・ラカンジュ(マキ科マキ属マキ)・シイの実、山芋(自然
薯)のムカゴ、柿が採れる。そして今回の研修として選んだキノコも構内に多く見られ、
食用になるものもかなり発生している。
キノコは、近年の自然・健康食ブームやキノコの持つ薬用効果により多くのメディア
に取り上げられている。構内にも、食用、不食、有毒、薬用を含めてかなりの種類が確
認されている。従来、見つけては写真に納める程度であったが、あらためて基本的なキ
ノコについての学習と光学顕微鏡にデジタルカメラを装着し、同定には欠かせない胞子
の撮影を行い、操作法と撮影画像の向上を試みた。
2. キノコとは
カピと同じ真菌門に属する菌類の一種である。植物が種子で増えていくのに対してキ
ノコは胞子よって増えてし、く。胞子の作り方としては 2種類あり、担子菌類と子嚢菌類
に分類される。野生のキノ
コは 4， 000'"'-'5 ， 000種あると
言われているが、その中で
同定されているものはわず
か 2，000 種ほどであり、食
用とされているのはその中
の一割程度である。一般的
にキノコに興味を持ってい
る者(キノコ狩を目的とし
ている場合)から見れば、
食べられるか食べられない
かが重要であろう。
Table 1 主要なキノコの生産量(平成 15 年 単位:トン)
スギヒラタケ(採取量) 1.2 なめこ 25 , 068 
生シイタケ 65 , 363 ひらたけ 5, 210 I 
えのきたけ 110, 185 まいたけ 45 , 805 
ぶなしめじ
まったけ
84, 356 80 (採取量)
エリンギ 29 , 882 
資料:林野庁業務資料
市場に並んでいる(食用・薬用)キノコは、菌糸が成長した「子実体」と呼ばれる部
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分であり、植物の花に相当するものである。 Tables 1 ， 2 に主要なキノコの生産量と分類
を示した。参考までに、昨年話題となったスギヒラタケも記載した。
Table 2 主要な市販キノコの分類 (スギヒラタケを含む)
科名 属名
スギヒラタケ属
シイタケ属
キシメジ科 属ケタ属一ギ属 一属エジ 一ケモメキ一タロシノ一ギシキエ一ス
叶斗ーイ芳
q
・
ケ夕、キエモ
ヒラタケ科 ヒラタケ属
タコウキン科 マイタケ属
種 名
スギヒラタケ Pleurocybella porrigens 
シイタケ Lentinula edodes 
ブナシメジ Hypsizigus marmoreus 
松茸 Tricholoma matsutαke 
エノキタケ Flammu/ina velutipes 
ナメコ Pho/iota nameko 
ヒラタケ Pleurotus ostreatus 
エリンギ Pleurotus eryngii 
マイタケ Grifolα1γondosα 
3. キノコ(子実体)の撮影
1998 年秋より DC210 Zoom (110 万画素: Kodak) 、 E2500 (200 方面素: Nikon) 、
IXY320(320 万画素: Canon) 、 E990 (300 万画素: Nikon) 等のデジタルカメラを使用し
て行った。撮影後、 Photoshop を用いて画像を調整し、撮影場所、日時等のデータを保
存した。代表的なキノコの画像を Figs. 1 "-'4 に示す。
Fig.l アカハツ
Lactarius akahatsu (食)
Fig.3 カワラタケ
Trametes versicolor (不食)
Fig.2 ナラタケモドキ
Arml}la1"iela tabescens (食)
Fig.4 オオキツネタケ
Laccaria bicolol' (食)
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Figs. 1 ， 2 のアカハツとナラタケモドキは、一般的なキノコ狩の対象とされている。
Fig.3 のカワラタケは、芦原街道沿いの桜の老木に発生していたものである。各地に極
めて普通に見られるものであるが、制ガン作用があり、サプリメントとして加工・市販
されている。上記以外に、構内でチチアワタケ、ベニタケ、ノウタケ、シロハツ、サル
ノコシカケ、ホウキタケ、ヒトヨタケ等の種が確認されている。
一般的に、キノコの菌糸の生長には 20'"'-' 300C程度が適しているが、子実体の形成は
10'"'-' 150C、湿度 80'"'-'90%、土壌の水分率は 60'"'-'65%程度が適している 1 ， 2) 。種類によ
り、春に出るものもあるが、多くは夏の終わりから初冬までに発生する。同じ種でも一
度にまとめて子実体が発生するわけではないが、数日間で分解する種もあり、見逃して
いる(気がつかなし、)ことが多い。
4. 胞子の撮影装置
キノコの種を同定するには、
①外観:色、大きさ、かさ・ひだの形状、
つば・つぼの有無等
②発生場所:地面、切り株、枯れ木
③環境:樹木、森林の違い
④生え方:単生、群生、束生等
などが重要である。さらに、においや噛んだ時
の味もひとつの目安になる。同じ種であっても
環境により、かさの色、大きさは微妙に異なり、
他の種と中間型と思えるようなものもある。し
かし、細胞レベルでは変化が小さい。そのため
胞子を顕微鏡で観察することが同定に重要とな
り、客観的な観察記録として残すことが可能で
ある。ここで、光学顕微鏡にデジタルカメラを
接続する撮影方法は「コリメート法J と呼ばれ
ている。対物レンズ、接眼レンズ、デジタルカ
メラのレンズと、合計 3 回、像が拡大されるた Fig. 5 Nikon ECLIPSE E600 の外観
め、本体より高倍率での撮影が可能となる 3) 。
今回の胞子撮影に用いた光学顕微鏡システムとして Nikon ECLIPSE E600 (Fig. 5) 
を使用した。接眼レンズは 15 倍、対物レンズは 2'"'-' 100 倍のものが装着しである。さら
にアダプターでデジタルカメラ (Nikon
COOLPIX E990) を接続しである。
5. 胞子撮影
撮影にあたり、安定的にキノコを入手する必要
がある。 Table 1 に示した市場で販売されている
ものキノコはいつでも手に入る(スギヒラタケを
除く)ことから、シイタケ、エリンギ等で行った。
鮮明な画像を得るために、胞子を染色液で着色
することも多いが、液浸すると大きさ、形が変化
することも多いので、最もシンフ。ルなげて封法J Fig.6 スライドガラスへの胞子収集
を試みた。
唱EA? ?
手順として、①キノコから柄(柄は lcm 程度
残す)を切り離し、かさのひだ部分を下にして数
時間スライドガラス上に胞子を落下させる。 (Fig.
6) ②得られた胞子 (Fig.7) にスポイトで水を適
量加えカバーガラスをかける。③顕微鏡の各部を
操作して物体画像を得る。④画像データをパソコ
ンに取り込み、画像処理ソフトを使用してより鮮
明なものに加工する。得られた胞子画像(エリン
ギ、シイタケ)の例を Figs.8 ， 9 に示した。胞子
の大きさは、スケールをあらかじめ Thoma (トー
マ)の血球計測盤目盛を撮影することで決定した。
この胞子画像を、公表されているデータベース
と対比させ同定の参考にする。
6. まとめ
かなりの文京キャンパス内の可食植物・可食(不
食)キノコの画像を収集できた。今後も撮影を続け
てデータを増やすとともに、同定を進めていきたい。
良質な画像を得るためには、多くの要素がある。
装置本体以外にも、使用するスライドグラス・カバ
ーグラスの厚さ、封入する液の成分・厚さ・屈折率、
汚れなど光学的条件はいろいろある。最終的にフォ
トレタッチソフトを使い、輪郭等の補正や強調を行
い特徴を際立たせるが、まずは元画像の品位が重要
である。
今回、接眼レンズを通して観た画像と、デジタル
カメラに記録されたものには、明るさ、コントラス
ト等、若干違いがある上に、公開されている「同様
に水封法で、行ったもの」に比較して見劣りするもの
である。今後、光量、ピント、コンデンサ絞り、対
物レンズの倍率等の条件を改善していく。さらにデ
ジタルカメラの設定、レンズ汚れ等の顕微鏡自体の
メンテナンスも重要であろう。
Fig.7 落下した胞子(胞子紋)
Fig.8 エリンギの胞子画像
Fig.9 シイタケの胞子画像
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